
臓
病
の
人
工
透
析
治
療
は
、医
療
技
術

と
医
療
保
険
の
両
面
で
、難
病
救
済
の

代
表
例
で
あ
る
。そ
の
人
工
透
析
の
中
止
を
め

ぐ
り
、東
京
都
な
ど
が
公
立
病
院
に
立
入
検
査

を
行
う
事
態
が
起
き
た
。

 

自
己
決
定
か
、

 

医
師
の
誘
導
か

　

東
京
都
の
福
生
市
、羽
村
市
、瑞
穂
町
で
つ

く
る「
公
立
福
生
病
院
」で
は
、昨
年
8
月
、腎

臓
病
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
科
医
が
女
性

患
者（
当
時
44
歳
）に
人
工
透
析
中
止
の
選
択

肢
を
示
し
、受
け
入
れ
た
女
性
は
1
週
間
後
に

死
亡
し
た（
こ
の
問
題
は
毎
日
新
聞
が
詳
報
し
、

主
に
同
紙
の
報
道
を
引
用
・
参
考
に
す
る
）。

　

外
科
医
は
、透
析
中
止
は「
死
に
直
結
す
る
」

と
説
明
し
た
が
、女
性
は「
透
析
は
も
う
い
や
」

と
受
け
入
れ
、意
思
確
認
書
に
署
名
し
た
。だ

が
、そ
の
後
、女
性
が「
撤
回
し
た
い
」と
訴
え
、

夫
も
再
開
を
求
め
た
が
、鎮
静
剤
注
入
等
だ
け

で
亡
く
な
っ
た
、と
い
う
。

　

病
院
側
は
、パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
際
に
撤
回
の

発
言
は
あ
っ
た
が
、平
静
に
な
っ
て
、そ
の
訴

え
は
消
失
し
た
な
ど
と
強
調
し
た
。

　

外
科
医
は「
無
益
で
偏
っ
た
延
命
措
置
が
取

ら
れ
て
い
る
。透
析
を
や
ら
な
い
権
利
を
患
者

に
認
め
る
べ
き
だ
」、同
僚
の
腎
臓
内
科
医
も

「
透
析
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
だ
。情
報
を
与
え
、

同
意
し
て
い
た
だ
く
」な
ど
と
語
っ
た
。

　

し
か
し
、患
者
の
意
思
の
変
化
に
丁
寧
に
対

応
し
た
の
か
、死
に
至
る
判
断
を
倫
理
委
員
会

等
で
、な
ぜ
話
し
合
わ
な
か
っ
た
の
か
。し
か

も
、こ
の
患
者
は
透
析
治
療
を
続
け
る
な
ら

3
、4
年
は
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
外
科
医
も
認

め
て
い
る
。

 

死
者
21
人
は

 

同
意
書
も
な
し

　

東
京
都
は
福
生
病
院
に
立
入
検
査
を
実
施

し
た
。カ
ル
テ
等
の
関
連
資
料
か
ら
、人
工
透

析
の
中
止
に
よ
る
死
者
4
人
、当
初
か
ら
透
析

を
し
な
か
っ
た
非
導
入
の
死
者
20
人
の
う
ち
、

中
止
の
1
人
と
非
導
入
の
20
人
全
員
の
計
21

人
で
同
意
書
が
な
か
っ
た
。非
導
入
の
う
ち
3

人
に
は
カ
ル
テ
に
も
同
意
の
記
載
は
な
か
っ

た
。

　

福
生
病
院
に
は
外
部
の
有
識
者
を
交
え
た

倫
理
委
員
会
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、長
い
間

開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

慢
性
透
析
患
者
は
33
万
4
5
0
5
人
に

上
り
、死
亡
患
者
は
年
間
3
万
2
5
2
3
人

腎
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「人生会議」の
大事さを教える

人工透析の中止問題



「維持血液透析見合わせ」を検討する状態（日本透析医学会）

（1）	透析を安全に施行することが困難で、患者の生命を著しく損なう危険性が高い場合
①	生命維持が極めて困難な循環・呼吸状態等の多臓器不全や持続低血圧等、透析がかえっ
て生命に危険な病態が存在

②	透析実施のたびに器具による抑制及び薬物による鎮静をしなければバスキュラ－アク
セスと透析回路を維持し安全に体外循環を実施できない

（2）	患者の全身状態が極めて不良で、「透析の見合わせ」に関し患者自身の意思が明示されて
いる場合、または家族が患者の意思を推定できる場合
①	脳血管障害や頭部外傷の後遺症等、重篤な脳機能障害のために透析や療養生活に必要
な利害が困難な状態

②	悪性腫瘍等の完治不能な悪性疾患を合併しており、死が確実にせまっている状態
③	経口摂取が不能で、人工的水分栄養補給によって生命を維持する状態を脱することが
長期的に難しい状態

（
2
0
1
7
年
）。当
然
な
が
ら
日
本
透
析
医

学
会
は
、「
透
析
治
療
中
の
患
者
は
終
末
期
に

は
含
ま
な
い
」と
の
見
解
で
あ
る
。ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、透
析
中
止
の
基
準
を「
患
者
の
生

命
を
著
し
く
損
な
う
危
険
性
が
高
い
」場
合
等

に
限
定
し
て
い
る（
表
参
照
）。

　

同
学
会
の
調
査
委
員
会
も
福
生
病
院
を
立

入
調
査
し
た
上
、「
終
末
期
で
は
な
い
患
者
の

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
等
を
追
加
し
て
改
訂
す

る
時
期
」と
、新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
年
内

に
策
定
す
る
方
針
だ
。

　

一
方
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、人
工
透

析
に
係
る
医
療
費
高
騰
を
懸
念
す
る
声
も
目

立
つ
。確
か
に
1
人
月
平
均
約
40
万
円
が
か
か

り
、年
間
約
1
・
57
兆
円
に
上
る（
総
医
療
費
の

約
4
％
、15
年
）。

　

人
工
透
析
は
1
9
6
7
年
に
健
康
保
険
の

適
用
と
な
っ
た
が
、自
己
負
担
が
高
額
で
家

計
崩
壊
の
悲
劇
も
起
き
た
。現
在
は「
特
定
疾

病
」で
、原
則
月
1
万
円
の
自
己
負
担
で
済
む
。

診
療
報
酬
は
78
年
の
4
時
間
未
満
の
透
析
で

4
万
円（
当
時
の
大
卒
初
任
給
10
万
円
余
）か

ら
、現
在
は
2
万
円
を
切
っ
た
。長
年
か
け
て

「
金
の
切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
」か
ら
脱
し
、何

百
万
人
も
の
命
を
救
い
、治
療
し
な
が
ら
働
く

患
者
は
少
な
く
な
い
。

 

「
A
C
P
」の
反
省
材
料
に

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年「
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、（
学
校
法
人
）日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
舎
・
理
事
長
。

N
P
O「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」副
会
長
も
務
め
る
。

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
定
め
た
。

　

本
人
が
ど
ん
な
生
き
方
や
、ど
ん
な
治
療

や
ケ
ア
を
望
む
か
を
日
頃
か
ら
話
し
合
う

「
A
C
P
」（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
）の
勧
め
で
あ
る
。本
人
の
意
思
の
変
化
に

応
じ
対
処
す
る
重
要
性
も
強
調
し
た
。そ
の
た

め
愛
称
を
公
募
し「
人
生
会
議
」と
名
付
け
た
。

　

本
人
が
意
思
表
明
で
き
な
く
な
る
前
に
、意

思
を
推
定
し
得
る
信
頼
で
き
る
人
を
事
前
に

定
め
る
の
も
不
可
欠
に
な
る
。独
り
暮
ら
し
の

増
加
を
考
え
、そ
の
役
割
を「
家
族
等
」と
、友

人
・
隣
人
ら
を
含
め
た
形
へ
拡
大
し
た
。

　

医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
に
判
断
を
委
ね
る
他
な

い
場
合
は
、本
人
に
と
っ
て
最
善
の
方
針
を
話

し
合
い
、そ
の
過
程
を
文
書
で
残
す
必
要
性
も

明
記
さ
れ
た
。

　

福
生
病
院
の
女
性
患
者
は「
人
生
の
最
終
段

階
」と
は
到
底
言
え
な
い
容
体
だ
っ
た
。他
の

20
人
余
の
死
亡
例
も
、A
C
P
の
理
念
・
実
践

と
か
け
離
れ
て
い
る
。

　

人
生
会
議
の
大
事
さ
を
広
く
訴
え
る
た
め

に
も
、厚
労
省
は
、今
回
の
透
析
中
止
を
検
証

す
る
責
任
が
あ
る
は
ず
だ
。
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